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概  要  

真菌部は平成25年度に組織規則に定められた比較的新し

い研究部であり、真菌感染症に関する調査研究を主な任務と

している。病原真菌の病原因子や宿主免疫制御機構の解明、

ならびに、感染症制御薬やワクチン等の基盤強化と応用を目

標として調査研究を推進している。 

侵襲性真菌症のうち、わが国で頻度の高い三大疾病は、カ

ンジダ症、アスペルギルス症、ならびにクリプトコックス症

である。このうちクリプトコックス症については、普通の生

活を営む健常者に発症し重篤化する疾病であることや、新興

感染症であるCryptococcus gattii感染症の国内発生報告があっ

たこと等から日本感染症学会と日本医真菌学会からの要望

があり、平成26年9月に播種性クリプトコックス症が五類全

数把握疾患に規定された。真菌感染症の公衆衛生学的重要性

が増す中で、真菌部では真菌症の制圧を目標として以下の様

な調査研究を実施した。 

 平成26年度は各種真菌に関する病原因子解明に関する基

盤研究、クリプトコックス属やアスペルギルス属の分子疫学

や治療法に関する研究、疫学や臨床介入研究、病原体診断に

関する調査研究を行った。宿主因子制御に関しては、病原体

の認識分子や自然免疫機構の役割、ワクチン応用に関する研

究を実施した。感染症制御薬に関しては、新規薬剤シーズの

探索や薬剤耐性機構の研究、細胞内シグナル制御の解明と応

用に基づく感染症制御、既存薬の新規薬効の応用等に関する

研究を行った。 

今年度の主たる研究項目は下記のとおりである。 

I. 病原真菌の病原性解明と新しい診断・治療法開発と疫学

研究 

II．宿主因子と免疫制御の解明による難治性感染症の制圧

に関する研究 

III．微生物の有用遺伝子探索による感染症治療薬開発と薬

剤耐性機構に関する研究 

IV．新しい薬物活性評価系の研究、ならびに、細胞内シグ

ナル伝達制御の解明に基づく感染症制御に関する研究 

 真菌部各室が実施した主な業務は、それぞれ以下のとおり

である。 

第1室は、真菌の病原因子に関する研究と真菌検査業務、

真菌レファレンス業務を担当している。病原体としては、深

在性真菌症の原因として最多のカンジダ属を対象とし、薬剤

耐性機構と病原因子の解明に関する研究を実施した。また、

免疫不全宿主にみられる糸状菌感染症に多いアスペルギル

ス属などに関しては、病原因子探索に基づく診断・治療への

応用に関する研究を行った。 

第2室は、宿主および病原微生物の細胞内シグナル伝達系

の解明とそれを応用した疾病制御に関する研究、真菌多糖の

構造解析に基づく病原性の解析、新規あるいは既存薬の未知

の薬物活性や薬物相互作用の探索を行った。また、検査業務

のうち後発医薬品の収去検査を第4室と共同で実施した。 

第3室は、クリプトコックス属や肺炎球菌等を対象として

宿主因子や免疫機構の解明と、その制御に基づいた難治性感

染症の病態研究やワクチンに関する基盤研究を行った。 

第4室は、放線菌や真菌の二次代謝産物等の探索、および

その代謝経路の解明や新規感染症制御薬の研究、新興感染症

の分子疫学に関する研究を行った。検査業務では、後発医薬

品の収去検査について第2室と共に実施した。 

 全ての室が連携して、不明真菌の同定や診断困難例の確定

診断に関する共同研究や行政検査、真菌検査の標準手順書作

成等に対応した。 

行政対応として、真菌に関する各種行政検査、独立行政法

人医薬品医療機器総合機構の専門委員、ベトナム国立衛生疫

学研究所能力強化計画プロジェクト等を実施した。 

国際交流では、タイNIH、チェンマイ大学、ベトナムNIHE

とヒストプラスマ症、クリプトコックス症に関する疫学研究
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診断や分子疫学調査に関する研究を実施した。 

 

業 績 

 

調査・研究 

 

I． 病原真菌の病原性解明と新しい診断・治療法開発と疫

学研究 

 

1. 地域流行型真菌症の研究 

(1) 高病原性クリプトコックス症に対する免疫応答に関する

検討 

高病原性C. gattiiに対する免疫応答を解析した。in vivoに

おいて、高病原性株は通常株に比べて、病理学的に免疫細

胞の集積が顕著に少なく、免疫応答に乏しいことが示唆さ

れた。一方、in vitroにおいて樹状細胞に対するサイトカイ

ン産生誘導能を比較したところ、高病原性株はサイトカイ

ン産生をほとんど誘導しなかった。さらに、高病原性株お

よび通常株から細胞表層成分を精製し、その構造とサイト

カイン産生誘導能との関係を明らかにした。 

［浦井 誠、金城雄樹、上野圭吾、大野秀明（埼玉医大）、

宮﨑義継］ 

 

2. アスペルギルス症に関する研究 

(1) Aspergillus fumigatus Y1、B11 蛋白質の検出系の構築 

前年度までに、大腸菌で合成した標準蛋白質で数十pg/ml

程度の感度のサンドイッチELISA 系を構築したが、ヒト血

清の影響によりバックグランドの上昇、感度の低下がみら

れ、それらは用いる緩衝液、ブロッキング試薬の種類、抗

体の濃度等の条件検討では解決できなかった。そこで、根

本的に系の再構築を行った。ヒト血清存在下において、YI

蛋白質の抗体 4 種類、B11a 蛋白質の抗体 6 種類、B11a 蛋

白質の抗体 9 種類を用い、すべての組み合わせでサンドイ

ッチELISA の再検討をした。いずれの組み合わせでも血清

の影響を受け ng/ml オーダーの感度であり診断薬への応用

は難しいと判断した。今後、ヒト血清の影響の少ない新た

な抗体の取得が必要と考えられた。 

［山越 智、橋本ゆき、梅山 隆、田辺公一、名木 稔、

大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

 (2)  Aspergillus fumigatus Y69 蛋白質の検出系の構築 

 分泌蛋白質 Y69 のサンドイッチ ELISA 系の構築を行っ

た。大腸菌で作成した組換え体蛋白質を用いてマウスに免

疫し、3 種類のハイブリドーマを樹立した。そのうち 1 つ

は IgM 産生株であり、低抗体価であったため残りの 2 株か

ら産生される抗体を用いてサンドイッチ ELISA 系を構築

した。大腸菌で合成した標準蛋白質を用いて数十 pg/ml 程

度の感度を得たが、ヒト血清存在下では感度が低下した。

今後、ヒト血清の影響の少ない新たな抗体の取得が必要と

考えられた。 

［山越 智、橋本ゆき、薛漢兵（免疫部）、大西和夫（免

疫部）、梅山 隆、田辺公一、名木 稔、大野秀明（埼玉

医大）、宮﨑義継］ 

 

(3) A. fumigatus の増殖制御とバイオフィルムの研究 

 一次配列からプロテインキナーゼと予測された

Aspergillus fumigatus のAUK4 が菌糸生育やバイオフィルム

形成に及ぼす影響を検討した。ハイグロマイシン耐性マー

カーを含むカセットDNA をA. fumigatus AfS35 株に形質転

換し、AUK4 遺伝子破壊株を作製した。さらに、遺伝子を

戻し、相補株を作製した。これらの株を用いて、生育およ

び分生子形成の観察を行った。遺伝子破壊株のコロニーの

生育速度は親株と比べて約 75%に低下し、分生子形成効率

は大幅に低下した。親株では血清添加によってバイオフィ

ルム形成量が増加するが、破壊株ではその増加は観察でき

なかったことから、AUK4 がバイオフィルム形成に関与す

ることが示唆された。 

［犬飼達也、梅山 隆、山越 智、田辺公一、名木 稔、

大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

(4) アゾール耐性Aspergillus 属のゲノム解析 

 近年、アスペルギルス症の治療薬として重要な位置を占

めているアゾール系抗真菌薬に低感受性を示す菌種や臨床

分離株が問題となっている。真菌部において保有している

アゾール耐性A. fumigatus 1 株、A. fumigatus 近縁種である
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A. lentulus 2 株、A. viridinutans 1 株の合計 4 株について、ゲ

ノム DNA を抽出し、次世代シーケンサーを用いた全ゲノ

ム解析を行った。その結果、Aspergillus 属のアゾール耐性

の原因となっている、アゾール薬標的のCYP51A には変異

を確認できず、それ以外の遺伝子変異が耐性に寄与するこ

とが示唆された。 

［梅山 隆、石川 淳、壇辻百合香、中山靖子、山越 智、

田辺公一、名木 稔、大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

3. カンジダ症に関する研究 

(1) Candida 属臨床分離株の疫学解析 

 国内の主要医療機関において侵襲性感染を引き起こした

Candida 属、特に分離頻度の高いC. albicans を収集し、遺

伝子型解析結果と感染症発生動向および薬剤感受性との関

連を検討した。今年度分与いただいた 96株中 57 株（59.4%）

がC. albicans であり、前年度より分離される頻度の低下が

認められた。また、キャンディン系抗真菌薬に低感受性で

あるC. parapsilosis の分離頻度が前年度 0.63%から 8.3%に

増加していた。この結果は、キャンディン系抗真菌薬が第

一選択薬になりつつある臨床背景によって、相対的にC. 

parapsilosis の分離頻度が増加した可能性を示唆している。 

［田辺公一、中山靖子、名木 稔、山越 智、梅山 隆、

大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

(2） 薬剤耐性メカニズムとしてのステロール合成・代謝に

関連する研究 

C. glabrata の細胞外ステロール取り込みは感染時の臓器

定着とアゾール感受性に関連すると考えられる。遺伝的に

近縁種である S. cerevisiae ではマンノプロテインをコード

するDAN1 遺伝子がステロール取り込みに必須であるとさ

れている。C. glabrata においてDAN1 と相同性の高い遺伝

子の遺伝子破壊株を作製し、ステロール取り込み活性を調

べた結果、TIR3 遺伝子を破壊するとステロール取り込みが

消失することを見出した。一方、TIR3 遺伝子破壊株にDAN1

遺伝子を発現させてもステロール取り込み活性は回復しな

かった。以上の結果より、ステロール取り込みに必須であ

るタンパク質はC. glabrata と S. cerevisiae との間で類似性

はあるが異なる機能を有することが示唆された。 

［田辺公一、中山浩伸 (鈴鹿医療科学大・薬学部)、名木 稔、

山越 智、梅山 隆、大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

(3) キャンディン耐性に関わるFKS 遺伝子の変異解析 

 多くのキャンディン耐性C. glabrata において、標的酵素

をコードする FKS 遺伝子 (FKS1 または FKS2)の特定の領

域に点変異が観察される。キャンディン耐性C. glabrata の

FKS 遺伝子を感性の実験室株に導入し、キャンディン感受

性に及ぼす影響を調べた。国内で分離されたキャンディン

耐性C. glabrata 株由来のFKS1 遺伝子を導入した株は感性

から耐性に変化したことから、FKS1 遺伝子上の変異が耐

性化を引き起こしたと考えられた。 

［田辺公一、皿谷 健 (杏林大・医学部附属病院)、荒木光

二 (杏林大・医学部附属病院)、米谷正太 (杏林大・医学部

附属病院)、名木 稔、山越 智、梅山 隆、大野秀明（埼

玉医大）、宮﨑義継］ 

 

(4） C. glabrata におけるミトコンドリア選択的オートファ

ジーと病原性との関連 

マウス感染実験を行い、感染臓器内におけるC. glabrata

の遺伝子発現解析を行ったところ、合成培地中で生育して

いる場合と比べ、感染臓器内ではミトコンドリア選択的オ

ートファジー (マイトファジー)関連遺伝子 ATG32 の発現

量が著明に増加していることを見出した。また、鉄欠乏条

件でもATG32 の発現量が増加することがわかった。ミトコ

ンドリア局在型DHFR-GFP の大量発現株を作製し、western 

blotting によってミトコンドリアの分解活性を測定する実

験系を確立した。この実験系を用い、鉄欠乏条件ではマイ

トファジーが活性化すること、ATG32 がC. glabrata の鉄欠

乏条件におけるマイトファジーに必須であることを明らか

にした。また、マウス動物実験を行った結果、ATG32 破壊

株では野生株と比較し、腎臓と脾臓における生菌数が著明

に低下することがわかった。以上の結果から、C. glabrata

のマイトファジーは感染臓器において活性化しており、病

原性に関与していることが示唆された。 

［名木 稔、田辺公一、山越 智、梅山 隆、大野秀明（埼

玉医大）、宮﨑義継］ 
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4. 侵襲性真菌症に関する多施設臨床研究 

(1) 発熱性好中球減少症に対するイトラコナゾールとアム

ホテリシンB リポソーム製剤の多施設無作為化臨床試験 

平成 23 年 3 月 31 日から平成 27 年 2 月 17 日までに合計

103 例の症例を集積し、試験終了となった。これまでに得

られたデータを用いて集計・解析を行っている。 

［浦井 誠、金城雄樹、田辺公一、梅山 隆、山越 智、

吉田 功 (四国がんセンター)、大野秀明 (埼玉医大)、宮﨑

義継］ 

 

II． 宿主因子と免疫制御の解明による難治性感染症の制

圧に関する研究  

 

1. 樹状細胞ワクチンを使ったCryptocccous gattii に対 

する免疫応答の解析 

北米流行型のCryptocccous gattii は感染時に目立った免

疫応答を誘導しないため、菌体排除に必要な免疫応答に関

する手掛かりが得られにくい。これまでに、感染制御に有

効な樹状細胞 (DC) ワクチンを開発し、免疫応答の解析に

有用であることを示したが、DC ワクチンで活性化される

免疫応答については不明であった。今回、ワクチン投与群

と非投与群の免疫応答を比較したところ、DC ワクチン投

与群では対照群に比べて、IFNγ、IL-17A、TNFα産生性T

細胞が有意に増加し、感染 14 日目の肺でもこれらのサイト

カインは有意に増加していた。病理解析の結果、DC ワク

チン投与群の肺では、成熟した多核巨細胞が菌体を取り囲

むように多数集積していることも明らかになった。DC ワ

クチンが誘導する IFNγ応答が感染制御効果に与える影響

を評価するために、IFNγ欠損マウスにDC ワクチンを投与

し感染実験を行った。その結果、野生型マウスに比べると

IFNγ欠損マウスではDCワクチンの効果が部分的に減弱す

るものの、DC ワクチンによる肺内菌数の減少が観察され、

IFNγ欠損マウスにおいてもDCワクチンの効果は消失しな

かった。これらの結果から、DC ワクチンはTh1/Th17 応答

を増強し、C. gattii 感染後の肉芽腫形成を誘導することで、

菌体増殖を抑制するものと考えられた。 

 ［上野圭吾、金城雄樹、浦井 誠、清水公徳 (東京理科大 

基礎工学部)、大久保陽一郎・澁谷和俊 (東邦大学 医学部)、

宮﨑義継］ 

 

2. 感染免疫におけるLMIR3 の役割 

LMIR3 (leukocyte mono-immunoglobulin-like receptor 3) は、

細胞内ドメインに抑制型モチーフ ITIM を有する抑制型受

容体である。この受容体は、(1) 好中球の細胞表面に発現

する、(2) 各種病原体またはTLR リガンドで好中球が刺激

されると発現量が有意に増加する、上記 2 点はこれまでの

解析で明らかにしたところであるが、発現調節に関わる因

子は未同定のままであった。今回、TLR4 欠損マウスや

MyD88 欠損マウス由来の好中球を使用して、緑膿菌やLPS

によるLMIR3 の発現誘導を検証したところ、野生型マウ

スに比べてLMIR3 の発現上昇は有意に抑制された。この

発現増加はポリミキシンBやNFκB阻害剤の共存下でも同

様に抑制されることから、好中球におけるLMIR3 の発現

制御にTLR4-MyD88-NFκB経路が関与していることが明ら

かになった。現在、この発現調節機構が好中球の機能に与

える影響を解析している。 

 ［上野圭吾、金城雄樹、北浦次郎・伊沢久未 (順天堂大学

大学院医学研究科)、宮﨑義継］ 

 

3. 糖脂質アジュバントを用いた新規ワクチンの感染 

防御効果解析 

肺炎球菌は日本人の死因第三位である肺炎の起炎菌と

して頻度が高く、小児の侵襲性感染症の起炎菌としても

重要である。本研究では新規の肺炎球菌ワクチン開発を

目指した基礎的検討を行っている。マウスに肺炎球菌蛋

白抗原と糖脂質の併用ワクチンを接種することにより、

血中に抗原特異的 IgG 抗体価の上昇を認め、感染防御効

果をもたらすことを明らかにした。今回、本ワクチン免

疫マウスの血漿を無処置マウスに移入し、肺炎球菌を感

染させたところ、免疫血漿移入マウスは全例生存し、対

照群と比較して生存率が有意に高いことが明らかになり、

抗体による感染防御効果が示された。また、免疫血漿中

の IgG 抗体が複数の肺炎球菌株に結合することが示され

た。以上の結果より、糖脂質アジュバントは肺炎球菌蛋

白ワクチンの効果の誘導に有用であることが示唆された。 



真菌部 

［金城雄樹、水口裕紀、井澤由衣奈、仲原真貴子、北野

尚樹、上野圭吾、浦井 誠、小野寺大志、高橋宜聖（免

疫部）、朴 貞玉・明田幸宏 (大阪大学微生物病研究所)、

川上和義 (東北大学大学院医学系研究科)、大石和徳 (感

染症疫学センター)、宮﨑義継］ 

 

4. 呼吸器感染症の防御におけるC 型レクチン受容体 

の役割の解析 

 Dectin-2 は C 型レクチン受容体の 1 種であり、一部の

真菌や細菌の糖鎖を認識することが報告されている。本

研究では、肺炎球菌多糖抗原の認識及び肺炎球菌感染防

御における Dectin-2 の役割を解析している。Dectin-2 欠

損マウスの樹状細胞では、肺炎球菌培養上清刺激におけ

る IL-12p40 産生の障害を認めた。また、そのサイトカイ

ン産生誘導成分はConA-sepharose結合物質であることが

明らかとなり、肺炎球菌の多糖成分の認識に Dectin-2 が

重要な役割を担うことが示唆された。さらに、Dectin-2

欠損マウスでは、肺炎球菌感染後の生存率及び菌体排除

の低下を認めた。その結果、肺炎球菌の多糖成分の認識

及び感染防御におけるDectin-2 の重要性が示唆された。 

［金城雄樹、宮﨑義継、川上和義 (東北大学大学院医学

系研究科)］ 

 

5. 侵襲性感染症起炎菌の蛋白抗原の解析 

肺炎球菌は日本人の死因第三位である肺炎の主な起炎菌

であり、肺炎球菌による肺炎や侵襲性感染症の病態を明ら

かにするうえで細菌学的解析は重要と考えられる。本研究

では、全ての肺炎球菌に認められ、病原性因子としても重

要な pneumococcal surface protein A (PspA)蛋白に着目して解

析を行った。侵襲性肺炎球菌感染症症例から分離した 153

株の PspA 蛋白の clade を決定した。小児用肺炎球菌ワクチ

ンの定期接種により、成人においても血清型置換が明らか

になっている。血清型置換に伴い、PspA 蛋白の clade も変

化していることを示唆する結果を得た。今後さらに菌株の

解析を継続して、clade の変化について明らかにしたい。 

［金城雄樹、常 彬・大西 真 (細菌第一部)、大石和徳 (感

染症疫学センター)］ 

 

 

III． 微生物の有用遺伝子探索による感染症薬開発と薬

剤耐性機構に関する研究 

 

1. 感染症治療薬開発に関する研究 

 (1) 次世代シークエンサーを用いた放線菌および真菌か

らの生物活性物質生合成遺伝子の探索 

種々の放線菌や真菌が持つ生物活性物質生合成遺伝子を

見出すために、次世代シークエンサーを用いて 5 株の放線

菌のゲノムシークエンシングを行い、生物活性物質生合成

遺伝子の同定ならびに生合成メカニズムの解明に寄与した。 

［石川 淳、関塚剛史・黒田 誠（病原体ゲノム解析研究

センター）］ 

 

(2) 生物活性物質生合成遺伝子探索ツールの開発 

感染症治療薬のシードとなる生物活性物質の生合成に与

るタンパクに頻繁に見出されるドメインを指標として、放

線菌ゲノムに含まれる生物活性物質生合成遺伝子クラスタ

ーを効率的に見出すためのウェブツール (2ndFind, 

http://biosyn.nih.go.jp/2ndfind/)を Pfam 27.0 に対応させた。ま

た、年度内に国内外から 13,327 回の利用があった。 

［石川 淳］ 

 

(3) キャンディン系抗真菌化合物の生合成遺伝子 

糸状菌の生産するキャンディン系抗真菌化合物の生合成

を明らかにするために、これまでに次世代シークエンサー

を用いたゲノム解析・ゲノム情報を用いた生合成遺伝子の

探索や遺伝子破壊株を用いた解析を行ってきた。本年度は、

生合成遺伝子クラスター内に存在する複数の酸化還元酵素

を発現させ in vitro で酵素反応を行った結果、それらのうち

一つの酵素は、プロリンを水酸化し、キャンディン系抗真

菌化合物の構成アミノ酸であるヒドロキシプロリンに変換

することが明らかになり、破壊株の解析と併せて、この酵

素がキャンディン系抗真菌化合物の生産に関与しているこ

とを明らかにした。 

［星野泰隆、荒井裕太郎、石川 淳］ 
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(4) ノカルジア属放線菌の生産するシデロフォアの探索 

シデロフォアは、外界（鉄濃度の低い環境：生体内等）

から鉄を獲得するために生産されており、病原菌において

は病原因子とも言われている。また、病原性放線菌ノカル

ジアのゲノム情報から、シデロフォア生合成に関与すると

予想される遺伝子クラスターの存在が明らかになっている。

そこで、シデロフォアの生産を予測し、解析を行った。そ

の結果、N. asteroids、N. brasiliensis およびN. cyriacigeorgica

にシデロフォアの生産を確認し、単離・精製・構造決定を

行った。 

［星野泰隆、大槻 崇（国立医薬品食品衛生研究所）、石川 

淳］ 

  

(5) 糸状菌におけるランダム変異導入系の確立 

糸状菌の二次代謝産物の生合成遺伝子の機能解析や薬剤

耐性の解析などを行うためのツールとして、アグロバクテ

リアを用いて糸状菌のゲノム中にランダムに変異を導入す

る系の開発を行った。ベクターの大きさの縮小と、変異導

入箇所を複数の方法で解析可能になるように改良した。実

際に、いくつかの得られた変異株の解析を行い、変異導入

箇所を特定した。 

［星野泰隆、清野優花、石川 淳］  

 

IV.  新しい薬物活性評価系の研究、ならびに、細胞内シ

グナル伝達制御の解明と応用に関する研究 

1. プロテインキナーゼ阻害物質の活性評価 

 文部科学省新学術領域研究「がん研究分野の特性等を踏

まえた支援活動」化学療法基盤支援活動において、プロテ

インキナーゼ阻害の検定 (II)を担当した。前年度に引き続

き、NRK 細胞を PDGF で刺激し、活性化される PDGF レ

セプターチロシンキナーゼおよび主要な細胞内シグナル伝

達経路に対する阻害効果をウエスタンブロットにより検出

する系 (アッセイ系 1)、HEK293T 細胞に 4 種のチロシンキ

ナーゼ (ALK、IGF-1R、RET、TRKA)を一過性に発現させ

て、cell-based ELISA により細胞内ホスホチロシンレベルを

測定する系 (アッセイ系 2)を用い、支援班より依頼された

サンプルの化合物評価を行った。今年度依頼された 165 サ

ンプルのうち、アッセイ系 1 において何らかの阻害活性が

あると判定されたものは 32 サンプルあったが、活性はそれ

ほど強くなく、二次評価の必要はないと判断した。アッセ

イ系 2 では陽性サンプルはなかった。 

［福山まり、旦 慎吾・矢守隆夫 (癌研)、深澤秀輔］ 

 

2．Candida albicans に対する併用療法に関する検討 

シクロオキシゲナーゼ阻害剤およびプロトンポンプ阻害

剤をフルコナゾールと併用した際に、フルコナゾールの作

用を弱めることを明らかにし、この拮抗メカニズムについ

て、遺伝子発現解析と遺伝子欠損株を用いた検討を行って、

薬剤排出ポンプとの関連性を明らかにした。さらに複数の

C. albicans 株で同様の傾向を認めた。 

［浦井 誠、深澤秀輔、梅山 隆、田辺公一、大野秀明（埼

玉医大）、宮﨑義継］ 

 

レファレンス業務 

 

医療機関や研究機関、自治体、他省庁などからの要請に

もとづき、真菌感染症の診断、真菌に関する調査、真菌症

に関する相談業務などを行った。平成 26 年度は、真菌症疑

いならびに診断困難例等の臨床検体からの真菌検出、血清

診断、培養真菌の同定不能例における菌種同定依頼など計

61 件 (菌株 40 株、臨床検体 77 検体)、ならびに行政検査 3

件 (菌株 3 株）の対応にあたった。これらの検査の結果、

感染症法 4 類疾患の対象となるコクシジオイデス症の病原

体Coccidioides immitis を検出したのは 1 件、本年度 9 月か

ら新たに感染症法の対象となった播種性クリプトコックス

症の病原体Cryptococcus neoformansを検出したのは8件 (9

月以降)であった。 

［梅山 隆、中山靖子、壇辻百合香、田辺公一、山越 智、

名木 稔、星野泰隆、上野圭吾、浦井 誠、金城雄樹、大

野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 

 

 

品質管理に関する業務 

 

収去検査による抗生物質医薬品の力価試験 

今年度の医薬品等一斉監視指導・収去検査 (後発医薬品

品質確保対策)においては、抗生物質医薬品 2 品目 20 ロッ
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ト (注射用セファゾリンナトリウム 17 ロット、リファンピ

シンカプセル 3 ロット)について力価試験を担当し、日局各

条収載の液体クロマトグラフィー法に準拠した定量法によ

り行った。いずれの収去品も含有量は規格範囲内にあり、

すべて「適合」と判定された。 

［深澤秀輔、石川淳、星野泰隆、山越智、浦井誠、宮﨑義

継］ 

 

 

国際協力関係業務 

 

 ベトナム国立衛生疫学研究所ならびにチェンマイ大学と

ヒストプラスマ症やクリプトコックス症の診断法と疫学調

査に関する技術協力を実施した。 

［田辺公一、名木 稔、大野秀明（埼玉医大）、宮﨑義継］ 
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